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研究の背景と目的
トマトの「尻腐れ症」は、尻腐れ症は果実の先端が壊死する生理障害であり、原因はカルシウム（Ca）欠乏症とされています。これは高糖度トマ
ト栽培で頻発するため、その解決のためには関連遺伝子の同定が必要です。
本研究の目的は、トマト尻腐れ症に関連する遺伝子の同定に向けて、（１）多数の大玉トマト品種の尻腐れ発生率を調査することです。加えて、（２）
多様な変異体リソースが整備されている、遺伝学的実験用に最適な極矮性品種「マイクロトム」での尻腐れ誘導条件の確立も目的としています。
また、この研究過程で、果実の元素濃度に特徴を有する品種・変異系統の探索も並行して行います。

 
展開可能性（他領域・社会にどのようなインパクトを与えるか）

本研究によって尻腐れ耐性遺伝子が明らかになり、将来的にこれを利用した「尻腐れ耐性大玉トマト品種」の開発に成功し、高糖度大玉トマト栽
培が容易になれば、これを利用した農村地域の振興につながる可能性があると考えます。
なお、尻腐れ耐性遺伝子がマイクロトムから単離された場合でも、マイクロトムと他の通常のトマトは掛け合わせ可能であるため、栽培品種への
遺伝子組み換えに依らない耐性遺伝子の利用は十分に可能であると考えます。
さらに、本研究の過程では様々な品種・系統の果実の元素濃度を測定します。例えばカリウムやリンを少なくする遺伝子を見いだすことができれ
ば、低カリウム・低リン品種の作出が可能になり、摂取制限の課された患者でも生食可能なトマト品種の作出も可能になる可能性もあると考えま
す。

シーズの特徴
特徴１ トマト尻腐れ症に関する遺伝子を探索する
特徴２ 果実の元素濃度を制御する遺伝子を探索する
特徴３
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